
２０２５年度 大学院Ⅱ期入試  出題の意図、解答例 

 

課  程 博士課程前期課程 コース 研究者養成コース 

科  目 日本語 問 題 問題１ 

 

出題の意図 

設問 1、2：経済専門分野の概念や事物を表す語彙・表現の理解力を求め、日本

語の専門用語の語彙力、表現力を問う。 

設問 3、4、5：経済専門分野の概念や事物を表す文章の読解力を問う。 

設問 6：経済専門分野の概念や事物を表す文章の読解力と理解力を求め、日本語

の文章力を問う。 

 

解答例（解答のポイント） 

設問１ 

①ろうほう ②もうら 

③遭遇 ④肝要 

⑤過熱 ⑥しんとう 

⑦認識 ⑧じせい 

⑨共存 ⑩はあく 

⑪かいひ ⑫莫大 

⑬測定 ⑭ししん 

⑮るふ ⑯上流 

⑰かいりょう ⑱従属 

⑲構築 ⑳ほうがん 

設問２ 

㋐技術革新 ㋑影響評価 

㋒統治 ㋓世界標準 

㋔下意上達  

設問３ (A) 4. 

設問４ (B) 2. 

設問５ (C) 3. 



設問６ 

下記の趣旨の記載： 

・ 人間が生み出した科学技術は、人間の尊厳を守ったうえで使われなければ

ならないのが原則だ。生成人工知能（AI）の開発に関して、本来、ビッグ

テックを中心とする開発発企業が担うべき責任は大きいはずだが、多くは

自らの利益最大化のために責任を丸投げし、壮大な社会実験をしている感

がある。 

・ 生成 AIの出現は、「多点・多目的開発」「スピード」「世界同時経験」の 3

つの特徴からこれまでの科学技術の開発プロセスと異なる。 

・ 科学技術が社会に受け入れられ共存するためには、３つのポイントがあ

る。１つ目は、倫理的な問題を把握し、開発の初期段階から関与するこ

と。２つ目は、開発される技術や製品の質を管理し、将来にわたって製造

責任を担うこと。そして３つ目は、社会との対話を継続して行うことであ

る。 

・ これからやるべき行動として、筆者は次のように提案している。第１に、

議論への市民参加である。２つ目は、企業内にこうした倫理的側面を監視

するグループをしっかりと設け、経営判断に直接生かしていく体制の構築

だ。 

 

  



２０２５年度 大学院Ⅱ期入試  出題の意図、解答例 

 

 

課  程 博士課程前期課程 コース 研究者養成コース 

科  目 日本語 問 題 問題２ 

 

出題の意図 
今日の世界経済の潮流ないし動向への関心と基本的な理解を問う ことを意図

して出題した。 

 

解答例（解答のポイント） 

設問１ 

①冷戦 ②南北 

③多国籍 ④新興国 

⑤相互依存 ⑥先進 

⑦植民地 ⑧経済 

⑨低開発 ⑩ルール 

設問２ (A)BRICS 

設問３ (B)中国 

設問４ 

(a)環境 (b)食料安全保障 

(c)エネルギー  

設問５ 

資本や労働力の国境を越えた移動の活発化とともに、貿易を通じた商品やサー

ビスの取引、そして海外への投資が増大することで世界における経済的な結び

つき(相互依存関係)が深まることをいう。 

設問６ 

グローバルサウスに属する新興国・途上国の豊富な天然資源や人口増加などを

背景に経済力を向上させ、国際社会における存在感を増していることが挙げら

れる(高い経済成長を続け世界経済をけん引)。先進国もその存在を無視できな

くなっている。 

 


